
町の人　口
（42．6月末現在）

人　口　30，154
男　15，059
女　15，095

世帯数　6，970
前月との比較

人ロー199　世帯－34

8月5日（1967）

細Ｉ Ｎｏ．237表

毎月1回各家庭に配布

8月　の納税
8月は、町県民税と国民健康保険税の第二期分の納税月

です。

お手もとに出します納付書で、遠賀信用金庫（役場）ま

たは福岡銀行に納めてください。

納期は8月31日までです。
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昭
和
四
十
二
年
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は

七
月
六
日
か
ら
開
か
れ
、
七
月
二
十
八
日
間

会
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
最
終
日
の
二
十
八
日
に
、
別

記
十
六
議
員
に
よ
っ
て
、
町
議
会
議
員
定
数

を
現
在
の
三
十
人
か
ら
四
人
減
ら
し
、
二
十

六
人
と
す
る
議
員
定
数
条
例
案
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
賛
成
十
六
人
で
過
半
数
と

な
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
水

巻
町
議
会
鴇
員
定
数
は
二
十
六
人
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
定
数
条
例
は
地
方
自
治
法
に

よ
っ
て
次
期
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
議
員
の
定
数

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
四
十

二
年
度
一
般
会
計
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
、
上
水
道
事
業
特
別
会
計
等
各
予
算
の
補

正
案
、
町
税
条
例
の
改
正
案
な
ど
、
二
報

告
、
七
議
案
が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
各
案

件
と
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
現
在
国
会
で
審
議
中
の
健
康
保
険

法
改
正
案
に
は
、
町
議
会
は
反
対
す
る
こ
と

も
き
め
ま
し
た
。

議
員
定
数
二
十
六
人
に

次
期
一
般
選
挙
か
ら
適
用

新
議
会
は
、
役
員
構
成
後
初
の
定
例

会
で
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
議
会
活
動

に
は
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
委
員
会
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
議
会
活
動
の
た
め
、
各
専
門
分
野
の

実
情
を
的
確
に
つ
か
み
、
町
民
の
要
望

を
き
い
た
む
だ
の
な
い
町
政
を
行
な
お

う
と
、
町
内
各
地
に
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

現
地
調
査
で
は
、
三
十
度
を
こ
す
炎

天
下
、
地
元
の
人
々
の
要
望
を
熱
心
に

メ
モ
、
執
行
部
か
ら
現
状
の
説
明
を
き

い
て
の
ま
じ
め
な
勉
強
ぶ
り
。
こ
の
各

委
員
会
の
現
地
調
査
に
は
、
町
内
各
地

か
ら
百
数
十
項
目
の
要
望
が
だ
さ
れ
、

現
在
、
事
務
局
が
整
理
し
て
い
ま
す
が

九
月
ま
で
に
各
委
員
会
が
こ
れ
を
審
韻

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
審
議

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

①
交
通
信
号
機
、
道
路
標
識
等
交
通
問

題
に
つ
い
て

⑧
防
火
水
槽
、
消
火
せ
ん
等
消
防
施
設

に
つ
い
て

⑧
防
疫
対
策
等
衛
生
行
政
に
つ
い
て

④
家
庭
用
電
気
の
電
圧
の
低
下
に
つ
い

て
⑥
防
犯
灯
の
投
匿
に
つ
い
て

民
生
文
教
委
員
会

①
頃
東
小
学
校
防
音
工
事
に
つ
い
て

⑧
民
生
安
定
施
殴
、
殴
備
に
つ
い
て

④
公
営
住
宅
に
つ
い
て

④
学
校
教
育
施
投
に
つ
い
て

⑨
生
活
保
護
基
準
の
級
地
引
き
上
げ
に

つ
い
て

③
生
清
困
窮
者
に
対
す
る
夏
期
見
舞
金

に
つ
い
て

⑦
梅
の
木
公
民
館
の
建
投
に
つ
い
て

土
木
経
済
委
員
会

①
道
路
橋
梁
、
側
溝
下
水
溝
の
整
備
に

つ
い
て

⑧
河
川
、
用
排
水
路
、
樋
門
等
の
盤
備

に
つ
い
て

⑧
一
般
朱
対
事
業
に
つ
い
て

④
鉱
害
対
策
に
つ
い
て

⑨
上
水
道
施
設
に
つ
い
て

⑧
農
商
工
業
横
輿
に
つ
い
て

⑦
都
市
計
画
に
つ
い
て

産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会

現
在
ま
で
の
振
興
計
画
、
そ
の
進
行
状

の
問
題
点
な
ど
を
執
行
部
か

ら
税
明
、
高
尾
、
一
坑
、
猪
熊
工
場
団

地
、
み
ず
ほ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
各
団

地
予
定
地
を
現
地
調
査
、
今
後
の
振
興

策
、
都
市
計
画
と
の
関
連
な
ど
を
検
討

し
、
こ
の
結
果
な
お
研
究
の
余
地
が
あ

る
と
、
先
進
地
の
禍
査
な
ど
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
合
併
研
究
特
別
委
員
会

合
併
問
題
に
関
し
て
の
現
在
政
で
の

経
過
報
告
を
う
け
た
あ
と
、
合
併
に
よ

る
町
の
利
害
得
失
な
ど
を
検
肘
、
北
九

州
市
と
の
合
併
問
題
に
と
ら
わ
れ
ず
、

住
民
の
福
祉
向
上
に
は
町
の
形
態
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
合
併
に
対
す
る

基
本
的
な
も
の
を
打
ち
だ
そ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

穣
全
議
員
の
定
数
条
例
は
七
月
二
十

八
日
本
会
議
で
、
井
地
直
江
、
石
橋
国

利
、
石
塚
章
、
原
田
音
穂
、
本
田
借
入

大
場
重
利
、
川
添
定
継
、
加
納
弘
、
青

田
喬
、
浦
田
重
夫
、
瓜
生
康
高
、
栗
川

正
雄
、
久
保
田
正
美
、
江
藤
一
正
、
江

崎
伝
一
郎
、
森
安
一
朋
の
十
六
規
且
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

擁
案
理
由
と
し
て
は
、

①
昭
和
四
十
一
年
七
月
現
在
、
福
岡

県
内
八
十
五
町
村
の
う
ち
八
十
町
村
が

平
均
六
人
の
減
点
を
行
な
っ
て
い
る
。

⑧
こ
の
う
ち
、
人
口
二
万
人
以
上
の

町
は
二
十
一
町
あ
る
が
、
現
在
減
員
を

実
施
し
て
い
な
い
の
は
本
町
だ
け
で
あ

る
。⑨

議
員
定
数
を
考
え
る
場
合
、
重
要

な
要
素
と
な
る
の
は
人
口
で
あ
る
が
、

交
通
、
通
信
、
人
口
密
度
等
社
会
構
造

も
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
社
会
が
発
達

す
れ
ば
（
交
通
の
便
、
電
話
等
）
諌
貞

活
動
も
効
率
的
と
な
る
。
地
方
自
治
法

の
定
数
も
大
き
な
町
や
市
に
な
る
ほ
ど

鵠
貞
一
人
当
り
の
人
ロ
は
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
本
町
の
場
合
、
人
口
密
度
は

全
国
で
も
一
、
二
を
争
う
ほ
ど
多
い
町

で
あ
る
。
二
十
年
前
の
醜
鼻
定
数
も
三

十
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
鵠
貞
一
人

当
り
の
活
動
範
囲
は
非
常
に
増
大
し
て

い
る
。①

財
政
上
の
問
題
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
提
案
理

由
全
文
は
二
面
に
）

こ
れ
に
対
し
て
、

①
で
き
る
か
ぎ
り
、
多
く
の
町
民
の

代
表
を
議
会
に
送
る
こ
と
が
、
民
主
々

義
の
根
本
で
あ
る
。

⑧
こ
の
町
民
の
代
表
を
減
ら
す
こ
と

は
、
将
来
、
権
力
政
治
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
議
員
定

数
を
減
じ
た
結
果
一
部
の
権
力
者
の
み

が
鴇
会
に
連
出
し
、
町
政
を
ぎ
ゅ
う
じ

ら
れ
、
ま
た
も
と
に
も
ど
し
た
町
の
例

が
あ
る
。

⑨
財
政
上
の
問
題
は
議
員
の
歳
費
を

減
額
す
る
な
ど
別
に
考
え
れ
ば
よ
い
。

④
こ
の
よ
う
な
重
大
問
題
を
本
日
掟

案
し
、
本
日
採
決
す
る
こ
と
は
無
理
で

あ
る
。
広
く
町
民
の
意
見
を
き
き
、
論
⑧

槙
を
つ
く
し
て
決
定
す
べ
き
だ
。

な
ど
の
反
対
意
見
が
の
ぺ
ら
れ
、
こ

の
あ
と
採
決
に
は
い
り
、
提
案
辣
貞
十

六
名
の
賛
成
で
議
員
定
数
条
例
は
成
立

し
ま
し
た
。

村
　
　
　
　
　
二
十
六
人

五
　
人
口
五
万
未
満
の
市
及
び
人
口

二
万
以
上
の
町
村
　
三
十
人

前
項
の
議
員
の
定
数
は
、
粂
例
で

特
に
こ
れ
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
本
町
の
場
合
、
こ
の
項
を
適

用
し
て
議
員
数
を
減
ら
し
た
も
の
で

す
）

⑨
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
譲
員
の
定

数
の
変
更
は
二
般
遵
挙
の
場
合
で

な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
が

で
も
な
い
。
（
こ
の
項
に
よ
っ
て
、

軸
貰
定
数
の
変
更
は
、
次
期
の
一
般

町
鵠
会
聾
選
挙
の
と
き
か
ら
行
な

わ
れ
ま
す
）

市

町

村

議

会

議
〓
員
の
定
数

市
町
村
議
会
議
員
の
定
数
は
、
地
方

自
治
法
第
九
一
条
に
つ
ぎ
の
と
お
り
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
九
一
条
　
市
町
村
の
犠
会
の
議
員
の

定
数
は
、
左
の
通
り
と
し
1
百
人

を
も
っ
て
定
眼
と
す
る
。

四
　
人
口
一
万
以
上
二
万
未
満
の
町

税
条
例
の
改
正

町
民
税
の
非
課
税
限
度
額
上
げ
る
な
ど

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
伴

な
っ
て
町
税
条
例
も
か
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。【

法
人
町
民
税
均
等
割
の
税
率
改
正
】

法
人
町
民
税
均
等
割
の
税
率
は
、
今

ま
で
年
額
一
律
に
二
二
〇
〇
円
で
あ

っ
た
も
の
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

迩
募
金
額
ま
た
は
出
資
金
額
が

一
千
万
円
を
こ
え
る
法
人

年
額
　
四
、
0
0
0
円

一
千
万
円
を
こ
え
な
い
法
人

開
配
　
赤
痢
対
策
、
鉱
害
復
旧
費
な
ど
追
加

四
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
は
合
計
出
金
、
分
担
金
（
鉱
害
復
旧
工
事
に
お
3
国
庫
支
出
金

二
千
八
万
円
を
追
加
補
正
、
そ
の
総
額
け
る
日
炭
分
担
金
）
な
ど
と
な
っ
て
い
4
県
支
出
金

一
四
七
万
円

〓
ハ
三
万
円

5
集
団
赤
痢
対
策
費
　
六
三
万
円
　
　
　
　
年
額
　
二
、
四
〇
〇
円

6
登
葺
　
　
　
　
　
七
四
万
円
　
【
町
民
税
の
非
課
税
範
囲
の
拡
大
】

（
か
ん
か
い
用
水
送
水
綱
査
委
託
料
　
障
害
者
、
老
年
者
、
未
成
年
者
、
寡

四
〇
万
円
、
干
害
対
策
費
　
二
〇
婦
の
非
保
税
限
度
所
得
額
が
、
二
四
万

万
円
等
）

は
五
億
一
千
七
百
三
十
一
万
八
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
、
補
正
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

は
　
空
ハ
月
中
旬
梅
の
木
区
に
発
生
し

た
集
団
赤
酎
対
策
費
六
百
三
十
万
円

⑧
閣
中
学
校
鉱
害
復
旧
費
二
百
十
三
万

円
　
⑧
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
し
尿
処

理
場
）
負
担
金
百
七
十
八
万
円
　
④
河

川
し
ゅ
ん
せ
つ
費
九
十
四
万
円
な
ど

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
繰
越
金

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
は
家
畜
共
6
措
収
入

開
講
崇
摘
絹
鯛
は
　
歳
出

も
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
ュ
総
務
管
理
費

一
般
会
計
補
正
予
算
の
明
細
は
つ
ぎ
2
児
童
福
祉
費

七
一
四
万
円
7
商
工
摂
工
費

〓
ハ
三
万
円
8
道
路
橋
梁
費

9
河
川
費

ュ
0
住
宅
費

三
四
一
万
円

八
七
万
円

の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
保
育
園
増
築
等
工
事
費

歳
入
　
　
3
保
椚
絹
針

五
五
方

二
四
万
円

1
町
税
　
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円
4
清
掃
費

一
七
九
万
円

で
、
こ
の
財
源
は
、
町
税
、
国
・
県
支
2
分
担
金
及
び
負
担
金
　
二
二
〇
万
円
　
（
環
境
衛
生
施
設
組
合
費
負
担
金
）

1
1
消
防
費

1
2
小
学
校
費

1
3
中
学
校
費

（
南
中
鉱
害
復
旧
費

等
）

1
4
社
会
教
育
費

1
5
町
住
鉱
害
復
旧
費

円
か
ら
二
六
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

三
万
円
し
彗

五
六
万
円
　
【
申
告
の
亮
化
】

九
四
万
円
　
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

五
〇
万
円
た
者
は
、
町
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て

五
二
万
円
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
二
万
円
　
【
軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象
者
の
拡

二
六
八
万
円

二
一
四
万
円

九
万
円

二
〇
万
円

大
】

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
な
い
者

【
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
改
正
】

税
率
百
分
の
一
五
が
百
分
の
一
八
・

一
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
範
囲
の
拡

大
】

低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
基
礎
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

【
そ
の
他
の
改
正
】
・

延
滞
金
の
計
算
方
法
、
小
規
模
事
業

所
の
町
民
税
特
別
徴
収
金
の
納
期
の
特

例
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
損
害
評

価
会
委
員
の
委
嘱

欠
員
と
な
っ
て
い
た
町
農
業
共
済
損

専
評
価
金
委
員
が
、
つ
ぎ
の
三
議
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
嘗
穂
大
場
重
利
森
安
一
朋

消
防
配
〓
員

報
酬
の
改
正

町
消
防
団
風
の
報
酬
が
、
従
来
は
一

出
動
に
つ
き
目
撃
二
百
円
で
あ
っ
た
も

の
を
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

副
分
団
長
　
年
額
　
五
、
0
0
0
円

部
長
　
　
ク
　
四
、
0
0
0
円

鉦
畢
　
ク
　
三
、
0
0
0
円

団
員
　
　
ク
　
二
、
0
0
0
円

水
稲
無
事
も
ど
し
金

農
業
共
済
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
、

で
も
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
－
蔓
け
昭
和
四
十
年
度
分
の
「
水
稲
無
事
も
ど

て
い
る
者
は
減
免
の
対
象
と
さ
れ
ま
Ｌ
Ｌ
金
」
の
支
払
額
を
三
五
二
〇
九

円
と
定
め
ま
し
た
。
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す
す
む
鉱
害
復
旧
工
事

南

中

や

垣

添

町

住

南
中
学
校
の
鉱
害
復
旧
工
事
が
八
月

一
口
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に

引
き
つ
づ
き
、
第
二
期
工
事
と
し
て
今

年
度
は
本
館
と
体
育
飴
の
復
旧
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
工
事
は
約
一
メ
ー
ト
ル
の

か
さ
上
げ
が
行
な
わ
れ
、
約
一
、
六
九

〇
万
円
の
工
事
費
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
費
用
は
加
害
者
で
あ
る
日
炭
の
負
担

金
と
国
か
ら
の
支
出
金
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。
十
一
月
に
は
き
れ
い
に
復
旧
さ

れ
た
教
室
、
体
育
館
に
生
徒
の
声
が
は

ず
む
で
し
ょ
う
。

町
住
の
復
旧
工
事
が
現
在
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
定
は
合
計
三
十
二
戸
、

工
事
金
額
は
約
二
二
七
〇
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
復
旧
工
事
が
す
め

それは税金のむだずかい

ま
た
、
鉱
害
の
た
め
生
活
環
境
を
著
ば
少
し
の
雨
で
侵
水
す
る
こ
と
も
な
く

し
く
そ
こ
な
っ
て
い
た
吉
田
の
三
垣
添
な
る
で
し
ょ
う
。

鉱
害
で
痛
め
ら
れ
て
い
た
曲
川
・
堀
川
も

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
が
進
み
、
水
の
流
れ
も
き
れ

い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
折
角
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
曲
川
や
堀

川
、
そ
れ
に
町
内
の
小
さ
な
川
に
ま
だ
ゴ
ミ
、

犬
・
ね
こ
の
死
体
、
ふ
ん
尿
な
ど
を
捨
て
る
人

が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
川
を
き
た
な
く

し
、
生
活
環
境
を
慈
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

税
金
の
む
だ
使
い
で
も
あ
り
ま
す
。
少
数
の
ご

み
な
ど
を
捨
て
る
人
が
い
れ
ば
、
し
な
く
て
も

よ
い
河
川
の
そ
う
じ
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
こ
の
費
用
は
町
民
み
な
さ
ん
の
税
金
で

す
。
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
て
公
共
河
川
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談
所
の
開
設

内
職
か
ら
法
律
問
題
ま
で

郡
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
つ
ぎ
の
と
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
（
地
番
、
何
其
方

お
り
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
　
電
醇
等
記
入
）
、
氏
雪
年
令
、
性
別

日
時
　
八
月
二
十
日
（
日
）
午
後
か
ら
世
帯
主
の
職
策
を
記
入
の
う
え
、
県
庁

242，000円
7，595円

38，000円

健
康
な
夏
を
…
…

五
日
か
ら
食
中
毒
予
防
週
間

六
月
中
旬
梅
ノ
木
区
に
発
生
し
た
集

団
赤
餌
は
、
五
十
人
が
罷
病
し
ま
し
た

が
七
月
二
十
二
日
よ
う
や
く
全
患
者
の

退
院
を
み
ま
し
た
。

患
者
発
生
後
直
ち
に
集
団
赤
痢
対
策

本
部
を
設
け
た
町
は
、
患
者
収
容
特
別

施
設
を
猪
熊
に
仮
設
す
る
と
と
も
に
、

汚
染
地
区
を
徹
底
的
に
消
奪
す
る
な
ど

極
力
防
疫
に
努
め
、
他
地
区
へ
の
伝
染

を
押
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

盛
夏
を
迎
え
い
よ
い
よ
食
中
毒
の
シ

ー
ズ
ン
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ど
家
庭
で
は
、
食
中
毒
予
防
の
た
め

に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
健

康
な
夏
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
生
も
の
に
注
意
し
、
暴
飲
暴
食
を
し

な
い
こ
と
。

◎
食
事
前
、
外
か
ら
の
帰
宅
時
に
は
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
食
物
や
食
器
は
な
る
べ
く
熱
親
で
洗

い
、
清
潔
に
調
理
を
1
。

◎
便
所
は
必
ず
ふ
た
を
し
て
ハ
エ
の
出

入
り
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
炊
事
場
、
下
水
、
便
所
は
い
つ
も
清

潔
に
掃
除
を
。

◎
手
や
指
に
き
ず
の
あ
る
と
き
は
調
理

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
冷
蔵
庫
内
の
温
度
は
、
つ
ね
に
摂
氏

一
〇
度
以
下
で
な
け
れ
ば
危
険
で
す

場
所
　
町
民
会
館

相
談
内
容
は
更
正
問
題
、
児
童
、
身

障
者
、
就
職
、
内
職
、
生
業
資
金
、
法

律
問
題
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
ぜ
っ
た
い
守
ら
れ
ま
す
か
ら
、
お
気

が
る
に
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

崇
モ
ニ
タ
去
集

県
は
昭
和
四
十
二
年
度
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

任
　
期
　
昭
和
四
十
三
年
三
月
ま
で

任
　
務
　
県
が
指
示
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
提
出
（
年
五
回
）

謝
　
金
　
年
間
三
千
円

研
修
会
　
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
後
研
修
会

（
旅
費
支
給
）
を
行
な
う
。

応
募
さ
れ
る
方
は
八
月
十
日
ま
で
に

非
常
の
と
き
に
そ
な
え
て

人
工
呼
吸
法
の
講
習
会

人
工
呼
吸
を
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た

八
月
五
日
か
ら
十
盲
ま
で
は
食
中
ば
か
り
に
1
も
し
、
だ
れ
か
が
人
工

寺
予
防
週
間
で
、
県
下
い
っ
せ
い
に
運
呼
吸
の
し
か
た
を
知
っ
て
い
た
ら
助
か

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
つ
た
ろ
う
に
ー
。
こ
ん
な
こ
と
が
な

ど
承
知
の
よ
う
に
議
員
の
定
数

は
．
地
方
自
治
法
第
九
一
条
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
福
岡

県
の
各
町
村
の
実
態
は
昭
和
四
十
一

年
七
月
現
在
に
よ
る
と
八
十
五
町
村

の
う
ち
、
八
十
町
村
が
平
均
六
名
の

減
員
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
人
口
二
万
人
以
上
の
町
は
二
十

う
ち
減
員
を
行
な
っ
て
い
な
い
の
は

香
春
町
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
各
町
村
が
減
員
を
行
な

っ
た
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
財
政
上

の
問
題
、
人
口
減
の
問
題
、
社
会
状

勢
の
発
達
の
問
題
、
更
に
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
、
と
言
う
の
が

大
部
分
で
あ
る
。

れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
社
会
が
発

達
す
る
と
議
員
の
活
動
も
効
率
的
と

な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
う
い
う
面
を
考
慮
し
て
地

方
自
治
法
の
定
数
も
大
き
な
町
や
市

に
な
る
ほ
ど
議
員
一
人
当
り
の
人
口

は
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
町

一
あ
る
が
、
こ

れ
も
平
均
六
名

の
減
員
を
行
な

議
員
定

数
条
例

提

案

理

由

全

文

の
場
合
を
考

え
る
と
、
人

っ
て
お
り
、
減
員
を
実
施
し
て
い
な

い
の
は
本
町
と
宮
田
町
の
み
で
あ
る

が
、
宮
田
町
は
今
回
の
統
一
地
方
選

挙
か
ら
二
十
六
名
に
減
員
し
て
い
る

の
で
、
現
在
減
員
を
実
施
し
て
い
な

い
の
は
本
町
の
み
で
あ
る
。

ま
た
人
口
一
万
人
か
ら
二
万
人
ま

で
の
町
村
は
三
十
五
あ
る
が
、
そ
の

議
員
定
数
を
云
々
す
る
場
合
も
っ

と
も
重
要
な
要
素
と
な
る
の
は
人
口

で
あ
る
が
、
人
口
密
度
、
交
通
、
通

信
等
社
会
構
造
上
の
問
題
も
大
き
な

要
素
と
な
る
こ
と
は
い
な
め
な
い
。

す
な
わ
ち
、
広
域
に
人
家
が
ま
ば
ら

に
あ
る
地
域
よ
り
人
口
が
密
集
し
て

い
る
地
区
の
方
が
議
月
の
側
か
ら
す

ロ
密
度
は
全

国
で
も
二
二
を
あ
ら
そ
う
ぐ
ら
い

に
多
い
町
で
あ
る
。

今
か
ら
二
十
年
前
も
議
員
定
数
は

三
十
名
で
あ
っ
た
が
、
二
十
年
前
の

社
会
状
勢
と
現
在
と
は
格
段
の
開
き

が
あ
る
。
一
例
を
と
る
と
、
議
会
が

現
地
調
査
を
す
る
に
し
て
も
二
十
年

前
は
徒
歩
で
ゆ
く
か
、
自
転
車
で
ゆ

く
か
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
交
通
の
便
は
艮
く
な
り
、

電
話
等
の
発
達
に
よ
り
非
常
に
効
率

的
な
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
議
員
当
り
の
活

動
範
囲
が
非
常
に
増
大
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
社
会
が
進
歩
す
る
に
し
た
が

っ
て
仕
事
の
畳
は
増
大
し
た
革
は
事

実
で
あ
る
が
、
二
十
年
前
の
定
数
を

そ
の
ま
ま
適
用
し
て
ゆ
く
の
は
前
進

と
は
思
え
な
い
。
な
お
ま
た
、
従
来

三
万
五
千
人
程
度
の
人
口
も
現
在
で

は
約
三
万
人
程
度
で
あ
る
。
た
と
え

今
後
増
加
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
社
会

は
発
達
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
財
政
上
の
問
題
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断

し
て
、
義
貞
定
数
の
減
員
を
は
か
る

た
め
こ
こ
に
条
例
案
を
提
案
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

い
よ
う
に
と
吉
田
の
一
青
年
団
が
七
月

三
十
日
水
中
プ
ー
ル
で
町
消
防
署
か
ら

人
工
呼
吸
の
し
か
た
、
お
ぼ
れ
て
い
る

人
の
助
け
方
な
ど
の
講
習
を
う
け
ま
し

た
。人

工
呼
吸
は
、
水
の
事
故
の
時
だ
け

で
な
く
非
常
に
活
用
範
囲
の
大
き
い
も

の
で
す
。

町
消
防
署
で
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
人
工
呼
吸
法
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
▼

講
習
会
な
ど
の
希
望
が
あ
る
団
体
は

ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
消
防
署
六
九
－
三
〇
〇
一
番

い
ざ
と
い
う
と
き
に
そ
な
え

て
人
工
呼
吸
法
を
習
う
吉
田

の
一
青
年
団
の
人
た
ち

行
政
相
談
の
ご
利
用
を

役
所
へ
の
苦
情
、
意
見
を

ふ
し
ん
せ
つ
な
め
に
あ
っ
た
、
ど
う

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

恩
給
、
年
金
、
登
記
、
国
税
、
保
険

生
活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農
地
、
郵

便
、
道
路
、
交
通
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

行
政
監
察
局
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て

無
料
で
あ
な
た
の
苦
情
を
調
査
し
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
解
決
し
ま
す
。

各
市
町
村
に
は
行
政
管
理
庁
長
官
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
行
政
相
談
委
且
が

い
ま
す
が
、
水
巻
町
は
頃
末
小
学
校
前

の
三
好
芳
太
郎
氏
（
電
話
六
九
－
三
九

一
四
）
が
相
談
蚕
鼻
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
役
所
へ

の
苦
情
、
恵
兄
を
ど
う
ぞ
。

内
商
工
水
産
部
商
工
第
一
課
（
福
岡
市

天
神
一
の
こ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

ヽ
Ｊ
　
°

，
∨

戦
争
病
者
補
装
具
の

支
給
と
更
生
医
療
相
談

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
る
補
装

具
の
支
給
、
修
理
、
更
生
医
療
の
相
談

が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

て
日
時
　
八
月
二
十
四
日

十
時
～
十
六
時

二
、
場
所
　
宗
像
町
役
場

摂
戦
争
病
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

県
職
員
採
用
試
験

福
岡
県
人
事
委
員
会
で
は
県
職
員

（
初
、
中
級
）
の
採
用
試
験
を
行
な
い

ま
す
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
、
申

し
込
み
用
紙
の
請
求
等
は
県
人
事
委
員

会
（
福
岡
市
天
神
一
の
Ｄ
へ
。
申
し

込
み
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
簡
の
表
に
「
試
靡
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
し
、
十
五
円
切
手
を
は
っ

た
「
あ
て
先
」
明
記
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
下
だ
さ
い
。

受
け
付
け
期
間
は
八
月
二
十
二
日
か

ら
九
月
六
日
ま
で
。

求
　
　
人

会
社
名
　
伸
和
興
業
株
式
会
社

所
在
地
　
東
大
阪
市

業
　
地
　
銑
鉄
、
鋳
物
全
般
・
鍍
金
機

械
製
作
販
売

給
　
与
　
月
額
四
万
　
日
額
千
二
百
円

程
度

そ
の
他
　
社
会
保
険
各
種
、
退
職
金
制

度
、
福
利
厚
生
施
設
あ
り

会
社
名
　
新
三
協
食
品
工
業
（
株
）

所
在
地
　
埼
玉
県
川
些
只
本
社
東
京
）

業
　
種
　
食
品
製
造

給
　
与
　
日
額
千
円
程
度
、
各
種
手
当

あ
り

そ
の
他
　
各
種
社
会
保
険
、
退
職
金
制

度
、
家
族
寮
、
ノ
独
身
寮
あ
り

く
わ
し
い
こ
と
は
町
就
職
相
談
室
へ

相
撃
遠
ず
ね
を
。

・分書り金

．公庫償還月額
．最低月収額

◎住金宅融公庫借入金の申し込み手続は、確立完了
時に行ないます。このとき収入基準などについて

公庫の資格審査があります。
◎公庫借入金は、敬資する年度により多少の増

減があります。
◎公庫借入金は入居、後10年以内にＣ年利5分5
厘）公社分割金は入居後5年以内に支払うこ
とになっています。

7、穣カニ金の棟立方法
確立金の約半額を9月30日に積立て，残り半額を1
年間に公社の指示する方猿により蹟立てる。

8、申込み資格

◎自ら居住するための住宅を必要とし、住宅金融公
庫から資金の貸付けを受けなければ住宅を購入で
きない人。　喧）同居する世帯人が一人以上いるこ
とｅ　◎公社が定める積立方法により穣立てを完
了できる人。　　◎申込者と同等以上の保証三髄力
のある連帯保証人をたてられること

2．102，000円
970，000円

＿旦70と型壁Ｌ

水巻町を縁と広場のある健康的な住宅地に一一。住　6、譲渡価格
宅不足に悩む町民の意志と地元の人々の厚意が、こん　　一年撞立

・譲渡予定価格
・公庫融資予定額
・積立金

20，000円
242，000円

7．084円
36，000円

2，212，000円
1，040．000円

880，000円
50，000円

・利息相当客員
・分寄り金
・公庫償還月額
・最低月収額

二年漬立
・譲渡予定価竜輯
・公Ｉ革融資予定宅亘
・穣立金
・利息相当額

ど伊佐座地区に住宅団地を誘匿しました。
これは、県住宅供給公社が伊佐座、下二地区約12万

1千平方メートルに今年度から三年計画で340戸を建
設し、土地Ｃ約70坪）家屋（約16坪）を一言者に個
人に分譲するものです。名称は「みずほ団地」と
いい完成後は公園、道路、商店地区などきれいに
整備された住宅地となります。
公社では分譲希望者をつぎの要領で募集してい

ます。希望者の方は役場厚生課（69－0631）へ。
募集要項

1、建設地　　伊佐座Ｃ西鉄ノヾス二塚より徒歩で約3
分、立屋敷より約7分〕

2、募集戸数
一年棟立住宅　木造52戸　二年積立住宅　木造20戸

（カは43年10月、（勤は44年10月にそれぞれ入居予定
3、募集期間　　9月4日から9月8日まで（時間は

毎日10時から16時まで〕
4、受付け場所　水巻町役場厚生言果
5、抽せん日時　9月12日豆（火〕公開抽せん

削除閣鮒鰯髄賦払聯晦豊胤ぷ遡監


